弁護士　弁理士　石角完爾のファイルから

              団塊シーア派vs.若者スンニ派の内戦激化

　日本は恐らくこれから２０年から３０年間、団塊シーア派と若者スンニ派の激しい内戦（？）の状態に陥るでしょう。かなり過激なキャッチフレーズでわざと言ってみましたが、団塊世代と若者世代との社会対立が今後２０年、３０年の日本の重大な政治問題になるであろうというのが私の予想です。

　その理由は実に単純です。団塊世代はこれからますます病院通いを始め、社会保障費を使うようになる。そして人口の割にわずかしかいない若者世代がヒーヒー言いながらこれを支えるという世界先進国の中で稀に見る老年と若年の世代Divideが起こり、これがどうしようもなくなるという国、それが日本だと私は予想するからです。

　現在でも日本の予算の８３兆円の実に８兆円は医療費に投じられているのです。ザックリ言いますと、予算の１０％が医療費ということです。ところが税収は８３兆円のうち５３兆円しかありません。とするとあと３０兆円はどこから賄っているかというと、それは借金（国債）なのです。国の予算の中で、この医療費も含めた社会保障関連費用は私の予想では団塊世代がどんどん医療費をこれから使うようになるので、毎年１兆円から２兆円ずつ増えて行くと思います。ただでさえ現在５３兆円しか税収がないのに、国の借金（国債）の残高は５５０兆円です。例えて言えば５３０万円しか年収のないサラリーマンが５５００万円の借金をしているという状況が我が日本なのです。そしてこの借金の額は毎年医療費を含む社会保障関連費の増加により、他の出費を押さえに押さえても１～２兆円ずつ増えていく悪夢のような先進国、Ｇ８との最劣等生が我が日本です。

　先日（２００６年３月２９日）経済同友会のセミナーで、財務省主計局調査課長の矢野康治が悪い冗談だがと前置きはしていましたが、この日本の状況を何とかしようとしたらまず「①老人は８０歳になったら死んでいただく。」しかない。そして残る選択肢としては「②年金支給額を削る。③医療費の自己負担分を上げる。④税率を上げる、の３つしかない。」と断言していました。私はこの調査課長の発言録を見てゾッとしましたね。これは間違いなく日本が現在のイランのようなシーア派対スンニ派の憎悪の内戦状態になるんではないかと思いました。この４つの選択肢のうち、①８０歳になったら死んでいただく。②年金支給額を削る。③医療費の自己負担率を上げるというのは、老人、つまりその老人の中心となる団塊世代にとって死活問題なのです。この要求は正に若者の団塊世代に突きつけられた要求でしょう。現役の若者世代スンニ派は団塊老人シーア派に対して「８０歳になったら死ね。お前たちの年金支給額は削ってしまえ。医療費の自己負担率を５割ぐらいにまで上げろ。」と老人団塊世代に迫ってくるわけです。

　老人票が票田の現自民党政権は団塊世代の恨みが怖いために「８０歳になったら死んでいただく、年金支給額を削る、医療費の自己負担率を上げる」という選択肢は取れっこありません。

　となると、シーア派にもスンニ派にも平等に我慢してもらうという残された選択肢しかないという言い方で、両方に満遍なくかかる消費税率を上げるしかこのシーア派対スンニ派の対立激化の社会問題を解決する方法はないのです。

　消費税率は恐らく２０％になるでしょう。それは今後２０年から３０年の日本の財政状況を考えれば不可避です。その最大の理由は若年人口の減少及び老人人口の異常な増加という世界市場稀に見る人口動態変化を被るからです。

　ところがどの世代にも平等に我慢をしていただくという消費税率の引き上げ、この政治家及び財務省のキャッチフレーズは実は大きなまやかしなのです。消費税率の引き上げこそ老人団塊シーア派にとり極端に言えば痛くも痒くもなく、若年労働者スンニ派に対して直撃するからです。

　だってそうでしょう。団塊世代はもう欲しいものは皆買い尽くしていますよ。これからお金なんか使いはしません。貯蓄に回すだけです。使うとすれば医療費だけですよ。だから消費税率がいくら上がったって極端に言えば痛くも痒くもないのです。ところが若者は違います。用もないのに携帯電話をかけまくる（通話料に消費税がかかってますよ。知らないのですか、若者は？）育児や何やらで色々な物を買わなければいけないし、家具も買わなければいけないし、家も買わなければいけないし、海外旅行もしたいし、車も買わなきゃいけない、ガソリンも入れなきゃいけない、つまり、買わなきゃいけないのは若者世代。これに消費税が２０％ボンとかかってくるんです。私の試算では今後２０年ぐらいの間に若者の給与明細は恐ろしい状況になっているでしょう。つまり天引きは所得税、住民税、社会保障関連費合わせて５０％近くになるでしょう。従って、給与支給総額、仮に２０万円とすると手取りは１０万円ということになります。そして、その手取りの１０万円のうち消費に回す額の２０％が消費税として、持っていかれますから、実質手取りは８万円というのが若者の懐具合になってくるのです。本当に今後２０年から３０年の日本の若者は可哀相ですね。まあ、こんな可哀相な若者の国に誰がしたといえば、それは実は団塊世代なんですよね。

　ところで実は「８０歳になったら死んでいただく。医療費の自己負担率

１００％近い。」ということをキッチリと実行している国があるんですよ。どこだかご存知ですか？　実はアメリカなのです。マクドナルドのハンバーガー、油っぽいケンタッキー・フライドチキン、そして砂糖いっぱいのコカコーラ（失礼、マクドナルド、ケンタッキー、コカコーラの関係者がおられたら申し訳ありません。）をうんと国民に食べさせて、ほとんどの国民を（ちょっと言い過ぎですが）肥満と糖尿病にしているのです。とても８０歳までは生きられません。医療費もバカ高いのでとても医者にもかかれません。８０歳になったら死んでいただくことをキッチリ実行している国がアメリカなのです。だから国際競争力が日本より上なのです。

　日本の団塊世代よ、立ち上がれ。粗食と禁煙に務めて１００歳まで生きよう。そして若者のスネをうーんと齧り続けよう。（ハハハ、本当にきつい冗談ですね。）

　立ち上がれ、若者労働者よ、給与天引きのない日雇いフリーターになろう。アイポッドに曲を貯めるのではなく、お金を貯めよう。天引きも消費税もかからないように。

　ハハハ、本当にきつい冗談ですね。
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